
既習事項：万葉集・古今集の和歌
今回のテーマ：古典籍に触れてみよう
活動：
①ジャパンサーチに関するガイダンス、
②調べたい和歌の選択・決定、
③ひたすら触ってみよう！

ねらい：
①古典籍の色合い、風合い、筆跡などに触れ、古典籍

に親しむ。
②和歌に関する学習事項を歴史的な文脈に位置づける。
③ジャパンサーチに触れてみる、使ってみる。



元暦校本万葉集
げんりゃくこうほんまんようしゅう

・現在のこされている『万葉集』はいずれ
も平安時代以降に書き写されたもの。
・『元暦校本万葉集』も11世紀後半ごろの
筆と推定されている。
・歌は日本語を漢字の音であらわした「万
葉仮名」とならんで仮名で記されている。
・『万葉集』はもともと万葉仮名で記され
ていたため、その原文につづき読み方を記
したもの。

ColBase収録.東京国立博物館所蔵.『【国宝】元暦校本万葉集』.CC BY（表示）
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-wG3vW7xaPxl



山上憶良(63首) いざ子ども早く日本へ大伴
の御津の浜松待ち恋ひぬらむ

ColBase収録.東京国立博物館所蔵.『【国宝】元暦校本万葉集』.CC BY（表示）
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-wG3vW7xaPxl



古今和歌集（元永本）
こきんわかしゅう（げんえいぼん）

・現存する最古の写本。
・紐でとじた冊子本で、上と下の2冊で構成
される。
・上巻の最後に「元永三年（1120年）七月
廿四日」と日付が記されていることから、
元永本（げんえいぼん）と呼ばれている。

ColBase収録.東京国立博物館所蔵.『【国宝】古今和歌集（元永本）』.CC BY（表示）
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-RrwnPGRpxWq



紀友則（春上） み吉野の山べにさけるさくら花

雪かとのみぞあやまたてける

ColBase収録.東京国立博物館所蔵.『【国宝】古今和歌集（元永本）』.CC BY（表示）
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-RrwnPGRpxWq
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